
株式会社インディ・アソシエイツ 様 導入事例

　株式会社インディ・アソシエイツは、映像をメインと
する多彩なメディアに携わるクリエイティブ企業。創業
は1994年11月で、テレビCMやイベント、ウェブサイ
トなどのコンテンツを企画・制作するほか、パチンコ関
連のソフトウェア開発などがおもな業務となる。さら
に、アイドルグループSKE48のプロモーションビデオ
やコンサートDVDの制作も手掛けるなど、幅広い分野
でクオリティの高いコンテンツを提供している。

　これに加えて、近年同社が注目しているのがデジタ
ルサイネージの分野だ。業界の拡大を見すえて2010
年9月にデジタルサイネージ室を開設し、コンテンツの
制作ならびに新たなシステムの開発や導入などを進め
てきた。この流れにあって、時代の一歩先を行く先進
的なプロジェクトとなったのが36面のデジタルサイ
ネージシステム。2014年3月30日から供用開始され
た羽田空港国際ターミナル拡張部内に設置されたマル
チディスプレイだ。

　本システムは60型のディスプレイを縦に3列、横に
12列配置。合計36枚のディスプレイを組み合わせた
構成で、そのサイズは横16.8m、高さ2.3mにも及ぶ。
この36枚のディスプレイをひとつの大きなディスプレ
イと し て 利 用 す る 場 合 、合 計 の 解 像 度 は
16,320×2,304ドットの16Kサイズに相当する。さ
らに、4台のWebカメラを組み合わせた「インタラク
ティブ機能」も特徴のひとつ。Webカメラが人の動き
を検知し、その動きにあわせて映像コンテンツをリア
ルタイムに変化させることができる。

　同社はこのシステムの構築にあたり、映像を映し出
すための機材としてエルザジャパンが提供するNEC製
ワークステーション「Express5800/55Xa」（以下
「NEC 55Xa」）や「NVIDIA Quadro K5000」、
NVIDIA製オプションボード「NVIDIA Quadro SYNC」
などを導入。NVIDIA Quadro K5000や1TBのSSDな
どを搭載したNEC 55Xaは1台で3枚のディスプレイに
映像を表示させる仕様となっており、合計12台が映像
出力用としては使用されている。そして、この12台の
NEC 55XaをNVIDIA Quadro SYNCによるデイジー
チェーンで数珠つなぎに接続。12台のNEC 55Xaから

出力される映像の同期を取り、それぞれの映像にズレ
が生じないような工夫が施されている。

　36面のマルチディスプレイを実現させるための苦労
や、空港という特殊な環境でのシステム導入にはどの
ようなポイントがあったのか。今回はインディ・アソシ
エイツの取締役 営業企画部 東京本部長 岡田 佳一氏と
営業企画部 マネージャー コンテンツプロデューサー 
テクニカルディレクター 飛田 幹司氏に導入までの経
緯をお聞きした。

美麗な映像を映し出すために16K解像
度のマルチディスプレイを提案

――36面のデジタルサイネージシステムを手掛けた
きっかけはなんだったのでしょうか。

岡田氏：二年前の2012年、国際ターミナルの拡張計
画にあたって、羽田空港がデジタルサイネージの新規
導入に関するコンペを開催しました。ちょっとしたご縁
があってこのコンペに参加することになったのですが、
我々の提案した企画が羽田空港側の目に留まりコンサ
ルタント契約を結ぶことになりました。この契約が、今

回のシステムを関わることとなったそもそもの始まり
です。

　我々は以前からさまざまなマルチディスプレイを視
察していたのですが、どれも画面ムラなどの気になる
点が多く満足できるシステムはありませんでした。しか
も、横幅が10m以上もあるような画面サイズに対して
HDもしくはフルHD解像度の映像を表示させている
のが一般的でした。コンテンツを制作する立場にある
我々にとって、画質の良し悪しは決して妥協できない
重要なポイントとなります。当時の現状に対しては「苦
労して撮影してきた映像が、荒く汚い状態で表示され
るのは何とも耐え難い」という思いがありました。

　そこで我々は羽田空港に、「36面のマルチディスプ
レイで超高解像度の16K映像を表示させる」という企
画を提案しました。当時、1台のパソコンで表示でき
る映像は4K解像度が最大だったので、4Kの映像を
つなげていけば16Kになるだろうと安易に考えた発
想です。この企画を最終的に羽田空港が採用してく
れたため、今回のシステムを作る計画がスタートしま
した。

映像の完全同期を目指してシステムを
ゼロから作り直す

――システムを実現するにあたって苦労した点は？

飛田氏：まず頭を悩ませたのは「どうやって16Kの映
像を再生させるか」という点です。そもそも16Kの映像
を制作すること自体はそれほど難しい作業ではなかっ
たのですが、複数の映像をつなげてズレを生じさせる
ことなく再生させるためには、それなりの技術が必要
でした。

　複数の映像をズレなく表示させる技術は当時プロ
ジェクションマッピングなどの分野ですでに利用され
ており、これらの事例ではソフトウェアによる同期が
採用されていました。しかし、この手法は採用できませ
んでした。なぜなら、ソフトウェアによる同期を試して
みたところ、微妙なズレが生じるケースが何度かみら
れたからです。映像の完全な同期という観点から見る
と、これは許容できる範囲ではありませんでした。

　また、今回のシステムに実装した「インタラクティブ
機能」もこの手法を採用できない理由のひとつでした。
インタラクティブ機能は、4つのWebカメラで人の動
きや顔などを検知し、コンテンツにさまざまな動きを
追加できる機能です。この機能についても企画段階の
当初から提案していたため、実現には大きなこだわり
がありました。しかし、ソフトウェアによる同期はこの
インタラクティブ機能に対応しないため、機能の実装
に主眼を置くとこの手法は利用できなかったのです。
このような理由から最終的にはハードウェアによる同
期を採用し、新しいシステムをゼロから作り直すという
決断を下しました。

恥ずかしいものは作れない！
その思いでクオリティを追求

――解像度や新機能以外でポイントとなるのはどこで
しょうか。

岡田氏：今回のシステムでは、クオリティに関する部分
でかなり気を使いました。例えば、ディスプレイについ
ては連番で製品を用意してもらうことで画面の品質を
確保した経緯があります。なぜなら、マルチディスプレ
イは各ディスプレイを並べて設置するため、画質に大
きな個体差があると明確にわかってしまうからです。さ
らにいえば、メーカーには工場出荷時に予備機も含め
て50台以上を並べてチェックしてもらうといった対応
もしていただきました。

　また、今回のシステムでは12台のパソコンを使って
36枚のディスプレイを表示させていますが、本当のこ
とを言えばパソコンの台数を減らすことも可能でした。
それこそ、6台のパソコンで同じシステムを構築するこ
ともできたでしょう。しかし、今回に関してはとにかく
完璧を期したかった。だからこそ、できる限りリスクを
減らした機器構成を採用したという背景もあります。

飛田氏：NVIDIA Quadro SYNCによる映像の同期に
ついても、納得できるシステムが構築できたと感じて
います。そもそもNVIDIA Quadro SYNCはCGのリア
ルタイムレンダリングなどで利用されてきたのですが、
これを使って「映像を同期させる」という発想は今ま
でありませんでした。そのため、今回のような使い方は
非常に新しいケースといえるでしょうし、映像の完全
同期には「NVIDIA Quadro SYNCでないと難しい」
と実感しました。
　そのほか、今回のシステムは空港内の保安エリアに
設置されるという条件があったのは特殊なケースとい
えます。そもそも、保安エリアではメンテナンスを担当
する人間に対しても厳しいセキュリティが科せられる
ため、気軽に修理に出向くようなことができません。
そのため、クオリティを担保する意味でパーツ管理な
どに優れた国内メーカーの55Xaを選んだという経緯
がありました。

岡田氏：今回のシステムについては、従来よりも高いレ
ベルでハードウェアやソフトウェアのクオリティを追求
したという自負があります。始めはその難しさがわかっ

ていなかっただけに、そこでとても苦労することになっ
たという感じでしょうか。しかし、日本の玄関口になる
新しい空港で多くの外国人旅行者が我々の36面マル
チディスプレイを目にするのかと思うと、「恥ずかしい
ものは作れない！」という気持ちが強かったといえます。

デジタルサイネージが従来の枠組みを
超える日も

――今後の展開や業界の未来などについてはどうお
考えですか。

岡田氏：次の課題としては、インタラクティブ機能を
もっと進化させたいと考えています。私が思うに、人
は驚きがないとインタラクティブ機能を「面白い！」と
は感じてくれません。よって、見る人が何らかのアク
ションをすることで表示が切り替わるような仕組みの
ままでは不十分だといえるのです。将来的には、見る人
の目線などを感知して映像が無意識のうちに変化して
いくような仕組みを完成させたいです。

飛田氏：2020年に東京オリンピックが開催されるこ
ともあり、デジタルサイネージの業界は大きな注目を
集めていると思います。マルチディスプレイについても
100枚以上のディスプレイを使った案件も出始めてい
ますし、異業種とのコラボレーションなども企画とし
て立ち上がっていることを踏まえれば、今後もどんど
ん成長していくのではないでしょうか。デジタルサイ
ネージが、「看板」や「広告」といった従来の枠組みを
超える存在になる日も近いかもしれませんね。

羽田空港国際ターミナルに設置された
36面のデジタルサイネージシステム

36面マルチディスプレイのシステム構成イメージ
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ものは作れない！」という気持ちが強かったといえます。

デジタルサイネージが従来の枠組みを
超える日も

――今後の展開や業界の未来などについてはどうお
考えですか。

岡田氏：次の課題としては、インタラクティブ機能を
もっと進化させたいと考えています。私が思うに、人
は驚きがないとインタラクティブ機能を「面白い！」と
は感じてくれません。よって、見る人が何らかのアク
ションをすることで表示が切り替わるような仕組みの
ままでは不十分だといえるのです。将来的には、見る人
の目線などを感知して映像が無意識のうちに変化して
いくような仕組みを完成させたいです。

飛田氏：2020年に東京オリンピックが開催されるこ
ともあり、デジタルサイネージの業界は大きな注目を
集めていると思います。マルチディスプレイについても
100枚以上のディスプレイを使った案件も出始めてい
ますし、異業種とのコラボレーションなども企画とし
て立ち上がっていることを踏まえれば、今後もどんど
ん成長していくのではないでしょうか。デジタルサイ
ネージが、「看板」や「広告」といった従来の枠組みを
超える存在になる日も近いかもしれませんね。
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会社名 　株式会社インディ・アソシエイツ
創立 　1994年11月
代表取締役 　舘 昭利 氏
事業内容 　映像コンテンツの企画・制作、

　ソフトウェアの開発など
本社所在地 　愛知県名古屋市中区
URL 　http://indy-net.co.jp/

Company Profile

NEC ワークステーション 50シリーズ

Express5800/55Xa
NVIDIA® 

Quadro® K5000
NVIDIA® 

Quadro® Sync

より快適な開発環境を実現する、最新の
チップセットとプロセッサーを搭載。高
度な開発ニーズにも余裕で対応する新次
元スタンダードモデル。

革新的なパフォーマンスを実現する
Keplerアーキテクチャ採用の最新
グラフィックスプロセッサを搭載。 
最大4画面出力に対応する次世代の
プロフェッショナルグラフィックス
ボード。

NVIDIA® Quadro® K5000に対応
したGenlock、Frame Lock機能
を搭載したオプションボード。最大
4枚のQuadroを同期させることが
可能になり、最大16画面までの同
期が可能。


